


２．対象学習者一宣教師

宣教師という日本語学習者を16,17世紀のキリシタン時代にさかのぼって日本

語教育史の中に見る“２)イエズス会の宣教師フランシスコ・ザビエルが1519年

に鹿児島に来て日本における伝道を開始してから、禁教令によりキリスト教の布

教活動が停止するまでの間、ポルトガル及びスペインの宣教師は布教地日本の言

語を習得し、聖瞥を日本語に訳し、伝道活動を行った．彼らが収集し分析した当

時の日本語の音韻、語彙、表現、構文、用法などは有馬コレジオ刊『日葡辞書』

（1603)、ロドリゲス署『日本文典』（1601）に詳しい”ロドリゲス箸『日本小文

典』（1620）には、日本語の学習法についても述べられている。

禁教、鎖国によって、途絶えていた宣教師による布教活動は幕末に再開する、

1859年に来日したヘボンは、『和英語林集成』（1867）を編纂し、またＳ、Ｈ・ブ

ラウンと共に新約聖書の福音書の部分を和訳している。瓢)現地の言葉を知り体

系化することと、聖書を現地の言葉に訳すことは後に続く宣教師のためにも必要

であった《，

キリシタン時代の宣教師同様、ヘボンら幕末の宣教師は、日本語を学習するに

当たり、日本人のインフォーマントを探し、彼らから音声、語彙、表現、表記法

を学ぶことで日本語を習得した`，教師的立場である日本人の側に教授法はなく、

学習者である宣教師の側に体系的言語習得の方法があった．

1873年に禁教令が解かれると、様々な宣教団体が日本に宣教師を送り、布教活

動を始めた．しかし、日米開戦と共に、キリスト教の活動は制約を受けるように

なり、宣教師は日本を離れる．1945年、日本の敗戦により太平洋戦争が終結する

と、再び宣教師は来日し、伝道活動を再開する”この時、日本語の習得を目指し

た宣教師は、1948年に設立された東京日本語学校で学習を行っている。

その後、宣教師を対象とした日本語学校が複数設立され、日本人教師による宣

教師のための日本語教育が始まる。その一つが筆者らが所属するジャパン・ミッ

ショナリー・ランゲージ・インステイテュート（jMLI）である。JMLIは1968年に

福音派の宣教師のための日本語学校として設立された。。）

３．宣教師の目的とニーズ

宣教師の目的は、キリスト教の布教である“日本に来て、布教をする宣教師は、

次の二つのニーズを満たすために日本語の学習をしている．第一のニーズは日本

で生活をする上で必要な日本語である”これは日本に住む外国人に共通する部分

である，この部分は、一般の日本語学校で習得可能である。第二のニーズは伝道

する上で必要となる専門的な日本語である。

宣教師の中には、日曜日に教会の礼拝で日本人信者を前に日本語で説教をした
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り、信者の様々な問題に関して日本語でカウンセリングをしたりする者がいる、

また、教会の運営に参加し、日本人牧師と協力して働く者もいる．しかし、全て

の布教活動が日本語によって行われるとは限らない．通訳を立てる者もいるし、

英会話のクラスで英語の聖書を教える者もいる，しかし、彼らも専門日本語の知

識が必要である．通訳を立てた場合も専門日本語が分からなければ、自分の言っ

たことが正しく訳されているか確認できないからである．、英会話クラスの場

合も、生徒たちに英語の聖書を教えるときに日本のキリスト教会で用いられてい

るキリスト教用語が必要である”

４．専門的な日本語習得のために

4.1．よりよい日本語教材を目指して

宣教師の日本語学習は彼らの使命である伝道という目的に即したものでなけれ
ばならない．

戦後来日した宣教師の多くは口頭でのコミュニケーションはある程度まで習得

したが、文字を通してのコミュニケーションはおぼつかなかった’’1996年に引退

した宣教師は回想録の中で､開校した東京日本語学校で学び始めた当時のことを、

「私の興味と動機は、話す力をつける事と聞き取る事で、読み書きは苦手、難し

いと思い込んで余り勉強しませんでした`Ｊｃ）と書いている⑰また、ＪＭＬＩの初

代校長は、回想録に次のように記している“

“TI1Ｇ曲I》ｉｌｉＬｙＬ(ＤｒｅｉｌｄｆｏｎｄｗｒｉＬｅｊｉＨｌ)ilnu円ｅｗ()uIdgiveLhemis円i【)､i,rymorc

Treedominhisworkandle蒜「｢u$traLi()nofhavingtodependontmIwslators

andinLerpreters・'’７〕

宣教師であり、言語学者であるＮ・sIlrannenは、宣教師と国際基督教大学の

学生のために開発した教科書、JnpimescbytheTomlMethodPartＯｎｅ（1976）

の序文で“themajoriLy（about9996）ｏ「ｔｈｅｍis急i()nariesiI1jnpanare

illiter風te.”と述べている．“illiteraLc”ということは、書かれた物からの情

報が得られないということであると同時に文書によって情報を発信することが出

来ないということであるmBInnnenは更に次のように述ぺる雨

６８

…lBivenLlucrighL田LilrLilIldpaLieIlLHuid5lncc．［her()rei鷹neriIu山lp&Incan

ilchieveilIevoI〔)1.`mil齢tcry，（)｢LheL《)t5lIjap51nc蘭cl6Rnguage.．…ToilcIIieve

;ＢｌｅｖｅＩ（)『ｍｉＨＭｃｒｙ〔)「Ｌｈｅ山upaneReIflnguiIgethaLw(〕ｕｌｄｎ()ｔｃ()mpr()mi$ｅＬｈｃ

ｇｏａｌ（)1．IiLeracy，１１.eILflnewfhppr(〕ｉｌｃｈｗｎ円nccded.”８）
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ここでいう"totalJapaneselanguage”とは、「読み書き」を含む４技能を指

すｈ当時、非漢字圏の学習者にとって、日本語の読み書きをマスターすることは

現在以上に挑戦的なことだったと言える“1960年代、７０年代における宣教師の

ための日本語教育の課題は難しい読み醤きを克服し、４技能をバランスよく習得

することであったと言えるそして、そのためには新しい教授法が必要であった。
ｊａｐａｎｃｓｃｈｙＬｈｅＴ〔)LalMethod（｣BT｢M）はオーディオリンガル法（AL法）に

よる音声指導、語漿提示、文法積み上げ式のボトムアップ教材である，パターン

プラクテイスが中心であるが、語鍵、漢字の導入、会話文、読解文も各課に付い

ている｡、専門日本語に関しては、各課の終わりにある″Roligiou篇VociHbuIilry
ImricImcnL"というセクションに伝道の場で必要となる語彙・表現が会話文の形

で紹介されている。直説法や訳読法が一般的であった当時としては、このような
教材は広く宣教師の支持を得た『，

このセクションで提示される宣教師のための専門日本語も、語彙提示、文法積

み上げ式になっている句会話の形を取っているが、文法、文型は第１課から徐々

に積み上げられ、その文法と文型で書き表された場面会話の中で使用可能な専門
日本語が提出されている`，

場面会話という形が取られているが、教授の主眼は文脈の中で専門用語を学ぶ

ことに向けられていたため、自発的コミュニケーションへと学習者を導くことは

されなかった，つまり、会話の方法を勉強するのではなく、会話を使って専門用

語を学ぶ教材であった”コミュニカテイブ・アプローチが紹介される以前はこの

ような教材は一般的であったといえる“ＡＩ,法は正確さを追求するためには適して

いたが、早い時期からの表出を促すものではなかった。

しかし、徐々に語学教育はコミュニカテイプなものへと移行していく．パター

ンプラクティスを中心にした語学教育では、文型の範鬮を越える定型表現や、文

の上のレベルとしての談話、日常必要とされる言語機能まではカバーできないこ

とから、宣教師たちはもどかしさを覚え始めた．日本語学習の初期の段階から日

本人とコミュニケーションを取り、伝道が出来るような効率のよい日本語学習が

したいという要望が高まった。そこで、カリキュラムの見直しが始まった`，

4.2．ニーズサーベイ

1995年に、ｊＭＬＩでは一定期間の日本語学習を終えて、現場で働く６名の宣教

師、1名の学習者、１名の日本語教師によるプロジェクトチームを作り、宣教師

が早い時期から伝道が出来るようになるために言語面では何が必要かというニー

ズサーベイを行った“ニーズサーベイの対象となったのは、五つの宣教団体に所
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属する宣教師たちであった“その結果次の四つのニーズが明らかになった”

１
１
１
１

１
２
３
４

く
ｌ
Ｉ
く

日曜日の礼拝に出席したときに必要とされる言語知識

様々な場面での祈りに関する定型表現

礼拝の司式及び小集会の運営で必要とされる語彙・表現

教会の運営委員会等で必要とされる語鍵・表現

これらは宣教師が日本で伝道するとき、それを円滑に行うために必要な言語卜

のことがらである”しかし、それまでのjIlTIMを使った授業では、上記のニーズ
の一部しか押さえられなかった”

また、伝道のための専門日本語に関してもiiij述のプロジェクトチームが

jB1TMのReligiou馬Ｖ《)cmbularyEnrichmcnLに提出された専門用語を再検討し、
その結果を教材開発を行う教師に報告した，

4.3．専門日本語載財の開発

上記のニーズサーベイの結果を受けて、jMLIでは宣教師の教会生活を支援する

プログラムを開発し、それをChuにhLilbProgmm（CLP）と名付けた”

宣教師のための日本語学習プログラムは２年間の過程で、一般日本語の学習と

専門日本語の学習が並行して行われる｡一般日本語の学習は学習者のペースに応

じて進度が決められていく，(1)一方、CLI'は２年間で全てを終了するようにスタ

ートから終了まで６週間ごとに目標を定め、教会生活に必要な専門日本語の学習

を行う。これは初級の段階から週90分程度ずつ行われる，これによって学習者は

徐々に教会生活'０１に慣れ、２年間の勉強の終わりには20分から30分の説教が出
来、集会も担当できるようになっていく”

CLPは三つの部分からなっている。「教会生活｣、「祈るために｣、「伝道のため

に」である。図１はCLPのモデルである”学習者は日本語学校で学習した一般日

本語と専門日本語を使用して教会という言語コミュニティーに参加する．そこで

得たフィードバックを学校に持ち帰り、更に勉強するという過程を図式化したも

のである。

図ｌが示すように、「祈るために」と「伝道のために｣は教室内活動である。「教

会生活ｊは、教室内活動の到達目標である”プログラムのシラバスには三つの欄

があり、それぞれ「教会生活｣、「祈るために｣、「伝道のために」となっている．

６週間を一続きの学習期間と考え､２年間の日本語学習期間が12等分されている．

それぞれの期間における専門日本語の到達目標が「教会生活」の欄に書かれてい

る，「伝道のためにｊの欄には、その期間の到達目標に向けて学習者を支援する
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各種のタスクと学習語焚があげられている”「祈るために」の欄には祈り方の基

礎から始まり、状況に応じた祈り、より祈りらしい祈り、そしてオーセンテイッ

クな祈りへと、段階的に発展していくように各種の祈りに関する課題があげられ
ている”

学校

Lい
図１ｑＰのモデル

授業では、各学習期間のはじめにCLPのガイダンスを行い、その期間の教会生

活の到達目標について確認が行われる，しかし、その期間の最後にそれがどのよ

うに達成されたかという評価は行わない。理由としてあげられることは、学習者

が出席する教会は多様で、教会生活の目標としてあげられた事柄が出席する教会

で必要とされないこともあるからである｡また、到達度に関しては学習者を自律

学習へ導くという観点から、学習者個々人が実際の教会生活の中で受け取るフィ

ードバックから自己評価することを期待している，

５．専門日本i侭i讃P材

開発された専門日本語教材は、教会を中心とした言語コミュニティー内での言

語運用を支援することを目的としている。教材は、大きく、１）語蕊の習得を目

的としたもの、２）談話の型の習得を目指したもの、３）宗教的な言葉や事柄を日

本語で説明をしたり、日本の教会の実情を学んだりするものに分けることができ

る。１）には、「伝道のために」の中の教材「キリスト教用語集」や「結婚式、お

葬式の用語を学ぶ」などがある。２）には、「祈るために」の中の「いのり」、「伝

道のために」の中の「家庭集会の進行に必要な表現を学ぶ」などがある．３）に

は「伝道のために」の中の「聖書のクリスマスの箇所を読み、自分の言葉でクリ

スマス物語を語る」や「プロテスタント、カトリック、新興宗教の違いを話し合

う」などがある、これらの教材のいくつかを以下で説明する。
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5.1．「キリスト教用語集」

「キリスト教用語集」は、前述のjIlllMのキリスト教関係の語彙を見直し、新

たに用語集としたものである、この「キリスト教用語集」は、伝道に必要だと思

われる言葉、すなわち宣教師にとっての専門日本語の語蕊､219から成っている，

この219語の提出順は、日本における教会という言語コミュニティーで教会生

活をする宣教師にとって重要と思われる順になっており、日本語の学習を始めた

最初の学期から継続的に学び２年目の半ばで学習が終わる”

「キリスト教用語集」の語彙の専門性を二つの観点から検討する。まずはじめ

に『日本語能力試験出題基準』の各級の語葉表に照らし合わせる．これにより、

基本的な語奨か、より専門的な語彙かが分かる⑪次に、この語彙を意味内容の観

点から分類する．これらの分析により専門性が明らかになると考える．

『日本語能力試験出題基地』によると各級の語彙数は､４級では800,3級1500,
2級6()００，１級１０()()()である，下の表Ｉに示すように、219の語彙の内訳は、４級

に属するものが５（2.3％)、３級のものが９（4.1％)、２級のものが5４（24.7％)、

１級のものが4１（18.7％）で、級外のものが110（5().２ｌｘ〕）であった｡すなわち、

４級から1級までに含まれる語が49.8％で、級外の語が50.2％を占めていること

になる，以上から、約半分の語が『日本語能力試験出題基準』に現ｵLない語で
あることが分かる。

表ｌ「キリスト教WlIIi典」のiMi箕の日本脳能力試験級別とその割合

i拳Etl=Iilfii :'11三罫
ill

2193Ii

iOO兎

約１年半で「キリスト教用語集」の全語彙の学習を終えるが、学生はこの時点

で中級の日本語を学習しており、一般日本語の語葉数は、約3000という段階であ

る。この段階、すなわち語蕊レベルでは３級以上、２級未満の学生が、１級に含

まれる語鍵41,級外の語蕊110を既に学習していることになる。言い換えれば、

段階的な一般日本語の学習だけでは学べない、宣教師にとって必要な、専門的な

日本語を先に学習していることになる，

次に、この語葉を、意味内容という観点から見た場合、いわゆる専門日本語と

言われるものだけではなく、一般日本語と言われるｔ１のも含まれていることが分

かる`，219語は、この専門日本語/一般日本語という観点から次のように細分化さ

れる`，

８１



（１）

Ｌ

ｂ．

Ｃ、

。．

専門日本語

キリスト教神学の用語、宗教用語

クリスチャンのコミュニティーで使用され、一般に理解しにくい語

キリスト教用語だが、一般に理解可能な語

一般語だが、キリスト教とそのコミュニティーで特別な意味を持つ語

（２）

ｅ、

ｆ、

一般日本語

キリスト教関係の用語、宗教用語

一般語

この分け方に従うと、例として、ａからｆには表２のような語彙が含まれる`，

。に分類される語蕊「父、兄弟、愛、神、罪」などについては、クラスでは一般

で使われる意味と教会で使われる意味の違いを説明する必要がある。

この全219語をａからｆに分類し、種類ごとの数と、それが全体にしめる割

合を次の表３に示した。グラフにしたものが、図２である．

表２「キリスト敬用館集」の硲父の級別の専門日本語／一般日本脳の例

*複合頗は二つの鯖の級の商い方に入れる．

表３「キリスト紋ln81i染」の811裁の

専門日本Mi/一般日本05の割合

専
門
日
本
■

股
日
本
■

図２「キリスト牧川錨典」の０１W魚の

専門日本瓶/一般日本Miの刺合

専門日本語と一般日本語はほぼ50％ずつで、専門日本語の中ではａに分類さ

8２

L2l9四1100%１

専門日本路

一股日本語

一
ａ
－
ｂ
ｃ
ｌ
ｄ
『
ｅ
－
ｆ

4級

父兄弟

NII皿敬う

3級

敬会員＊

9k会

生きる祈る

2級

家庭jH会＊

愛神卯弟子

クリスマス

希望感鮒する

天国

1級

主交わり復活

四目牧師

行い世悩み

級外

三位一体再曲敬派

征する憂姪合

礼拝十字架脱收

裁き賜物

クリスチャン宜０度師

分かち合うおもいやり

4級 3級 2級 1級 級外 １１｝ ％

ａ
５
Ｄ
ｃ
・
□
⑧

’
２

１
１
１

５
１
》
６
’
１

３
４
》
１
７
４

５
．
０
３
－
３
号
６

３
－
２
１
》
１
．
１

８
０
６
８
－
２

３
’
３
１
２
’
２

４
》
７
－
３
’
８
－
Ｉ

Ｃ
●
●
●
■

７
》
３
７
．
２
’
０

ｆ ３ ６ ４ ２２ 1３



れる語の割合が高く、また一般日本語の中では、「に分類される語の割合が高い，

また、ｎからｏ、すなわちキリスト教関係の語蕊が全語彙に占める割合と一般

語のｆが全語錘に占める割合を見ると、用語集の語葉の６割以上がキリスト教

用語だということが分かる．そして、「に分類される一般語に関しても、「喜び」

「悩みｊなど糒神の働きやありさまに関するものが約半分を占めている，

5.2．「いのり」

祈りには型がある”この型に則った発話により、それが祈りであると認鐡され、

その場を共有するものに祈りの内容が理解されるのである、CLPでは、日本語で

の祈りを型があるものとして提示している”「いのり」に含まれる16の祈りの作
成は、教師がプロジェクトチームから示唆を得、開発するという形で行われた“

一番はじめに学ぶのは祈りの骨組みである“祈りの骨組みは、「はじめｊと「お

わり」の間に神への賛美、感謝そして願いが組み込まれるもので、これが基本に

なる“この祈りを通常の日本語学習のシラバスと照らし合わせてみると、「み名

を賛美します｣、「祝福がありますように」など、初級レベルでは、語鍵・表現の

上でも、文型の上でも高度なものであることが分かる.、通常の日本語学習の過程

では、学習者がこの語彙・表現、及び文型の学習を終えたときに祈れるようにな

るわけだが、早い時期から学習者が属する言語コミュニティーでの言語運用をス

ムーズにするためには、専門教育という別の枠組みでの学習を同時進行させて効

率を図るということになる｡

「いのり」の教材は、最初の１年あ主りで学習が終わる。その後は、教室内活

動の中で祈りの時間を持ち、学習したことを基礎に自由に祈る。その間、学習者

は彼らが出席する教会の礼拝や他の集会などで日本人牧師や信者が祈るのを聞き、

そこからも現場での祈り方を身につけていくことができる，

5.3．コミュニケーションを支援する教材

「伝道のために」には、「キリスト教用語集」の他に38のタスクがあり、そのう

ちの17に教材が用意されている．これらのタスクは、宣教師が教会生活で必要と

なることを、できることから、また、重要な項目から学ぶという観点で、プログ

ラムに組み込まれており、教会で早い時点から、よりスムーズなコミュニケーシ

ョンがとれることを目指している`、

例えば、－学期目で行うタスク「週報研究ｊは．毎週礼拝時に配布される礼拝

のプログラムなどが書かれた週報の、プログラム部分を読めるようにする教材で

ある。プログラムの書き方は教会によって異なるが、そこにある情報には共通す

る部分が多い，その共通部分をもとにして作られた週報のサンプルの学習を通し
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て、礼拝で出席者の一員としてスムーズな行勁がとれるようになる．

また、最初の学期に行う「証を書くｊタスクは、決まった文のなかに個人のク

リスチャンとしての歴史、例えば「大学生の時にクリスチャンになった」などの

情報を挿入するという自己紹介も兼ねた短い文章を書き、それを覚えて発表する

ものである，これは、教会や集まりで、コミュニケーションをするきっかけにも

なる｡この証はその後も、学習段階に応じて加篭され、発展させられ、最終的に

は説教などに使えるものにもなるこのように動機付けの強いものを書くことは、

書く力を伸ばすことにもなる，

次に、学習開始後1年半の時点で行うタスク「家庭集会の進行に必要な表現を

学ぶ」を取り上げてさらに詳しく見ていく“これは、オープンーエンドのロー

ルプレイを含むシミュレーションタスクである，家庭集会というのは伝道を目的

として、信者や宣教師の自宅で開かれる集主りであるが、このタスクでは、家庭

集会を行うために必要な、場面で区切られた一連の談話の流れと型を学ぶ，

資料１にあるように１から10までの発話があり、招き入れ(1)、会の開始(2)、

進行(3,4,5)、司会(6)、説明(7)、話題の転換(2-9)、会の終結(10)という談話の

流れがある，これを学んだ後で、覚えて、シミュレーションを行う。学習者の－

人が家庭集会を行う宣教師になり、他の学習者は招かれた者の役割を行う`’４の

「讃美歌を歌う｣、５の「祈る｣、６の「聖書を読む｣、これらは既習のものであ

る．また、７の、「今読んだ箇所で、イエスは『何々』と言っていますが｣、とい

うように、聖書を引用し、説明するやり方も話したり、書いたりして既に学んだ

ものである．従って、このタスクは既に部分として学習してきたものを統合させ

たものと言えるこのようなシミュレーションを行うことにIこより、運用に自信
が持てるようになる，

６．おわりに

以上のようなCLPのプログラムでの学習によって、宣教師は伝道の様々な場面

で、その状況への対応が容易になるのではないかと考えられる。CLP導入後、1996

年に行った、学習者からの「CLPに関するフィードバックレポート」には、役立

つものとして、「キリスト教用語集」と「いのり」があげられていた。また、多

様なタスクを通して教会を取り巻く日本の社会、習慣などが分かってよかったと

いう意見もあった蛾一方、学習者の中には、時間的にこなしきれないものもあっ

たという意見を寄せたものもいた”

宣教師が、２年間の学習期間内に生活のための日本語を習得しつつ、使命を果

たすための日本語運用能力を効率よく養うことができるように、今後もよりよい

プログラムを模索していきたい『，
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注

(1) 日本語教員の養成に関する調査研究協力者会議（2000）「日本語教育の

ための教員養成について」文化庁文化部国語課

この時代の宣教師はカトリックの宣教師であった〃幕末になるとプロ

テスタントの宣教師も来日する“

へボン・ブラウン訳（1872）『約翰傅』

福音派とは、プロテスタントの教派で聖書を信仰の基準とする教派の

ことをいう”現在来日中の福音派の宣教師の数は約2300人である，

シムズ，Ⅱ.（1996）『松明を持ち続けて』ｐ２４

シムズ，Ⅱ．（1996）『松明を持ち続けて』ｐ､２５

Klicwer，Ｂ、Ｎ，［)ahlcnburg，Ｍ・（)．（1999)．ＣＩＵノルddcBumﾘﾌﾞZZe(]Ｉ

ＣｂｕﾘﾘﾉﾌﾉcZedL，Ｍ(JrrifsPu1)liBhinH1NE．ｐ・ll3

Urannen，Ｎ、Ｓ、（1976)ﾉＩＤﾉﾜﾋﾞﾂﾞTe“〃Ｚｈｅ７ｂｍノ`舵ｔｈｏｄゐｒｚ助ｅｐ・ｉｘ

－股日本語の学習の場合、２年間の学習課程終了時点での到達点は、

個々の学習者あるいはグループごとに異なる。

教会生活とは、礼拝をはじめ、信者を対象に教会が行う全ての儀式、

行事のことである〃
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資料１

家庇鯉会の巡行に必嬰な表現を学びよしよう

（翌目研究会の凹合）

Ｏ
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、

鰄鼻癖■
lよくいらつしぺ,い上した勺さあ、どうぞ。ノどうぞお上がIDFさい。

ユモlLでは、時Illlになりよしたから、そろそろ鮒めよしよう刀も

ノでは、皆さんお風よりのようですから、そろそろ始めましｋうか％

3.皆さん、今ロはよくいらっしゃいまし屯これから、￣f同
ぐらいの間で．「が、ご一緒に聖好を学び、８５り合いたいと思い法-1-。

4.始めに頚典欧を歌い;上ＬＬウ．＿番です。（歌う）

繍凄，ａでは、おI）7Dいたしよす`，（祈る）

`鶚僻簔遡ﾆｶﾞi=if善畿…＆畿閲
（蔑む）ありがとうございました‐

○

…薇………$………誇騨
7.今醜んだ囲所で、ユニニは「Ｉと倉っていますが．…

ことがあれIf、どうぞごndlにおっしゃって下さい。

厩鼠|曇,.では、そろそろお茶にしましょう次、

10.では、今ｎはこのへんで終わりたいと思います。

㈲……，…し…麺いう馴……牽總持ちたいと思いよすので、ぜひご参加下さい。

(ジャパン・ミッショナリー・ランゲージ・インステイテュート）
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